
         

  
 

昨
年
１
１
月
２
４

日
（
土
）
千
代
田
区
麹

町
の
東
京
グ
リ
ー
ン
パ

レ
ス
に
於
い
て
、
第
２

１
回
関
東
支
部
総
会
・

懇
親
会
に
、
関
東
支
部

会
員
の
他
、
学
校
、
本

部
、
中
京
支
部
並
び
に

北
國
新
聞
社
の
来
賓
を

お
迎
え
し
、
総
勢
３
７

名
の
参
加
に
よ
り
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
は
物
故
者
へ
の

黙
祷
、
石
川
隆
治
支
部

長
挨
拶
及
び
２
年
間
の

事
業
報
告
の
後
、
宮
川

吉
男
本
部
会
長
、
林
純

一
郎
学
校
長
が
祝
辞
を

延
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、

会
計
報
告
・
監
査
報
告

の
後
、
新
役
員
・
幹
事
（
２
ペ
ー

ジ
参
照
）
の
紹
介
が
あ
り
、
代
表

し
て
中
屋
豊
司
新
支
部
長
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。 

 

懇
親
会
は
参
加
者
最
長
老
の
谷

口
輝
長
氏
の
乾
杯
で
始
ま
り
、
村

先
憲
之
８
０
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
長
、
藪
卓
二
中
京
支
部
長
、

杉
山
忠
司
北
國
新
聞
社
東
京
支
社

営
業
部
長
の
挨
拶
の
後
岩
田
綱
紀

先
生
の
学
校
報
告
を
受
け
、
楽
し

い
懇
談
が
行
わ
れ
た
。
皆
さ
ん
の

近
況
や
思
い
出
に
話
が
は
ず
み
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

恒
例
の
抽
選
会
で
は
、
来
賓
の

方
々
よ
り
頂
い
た
お
土
産
及
び
幹

事
が
持
ち
寄
っ
た
景
品
を
抽
選
に

よ
り
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

最
後
に
は
全
員
に
よ
る
校
歌
斉
唱

で
終
了
し
、
次
回
２
年
後
に
元
気

に
再
会
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
お

開
き
と
な
っ
た
。 

 

二
次
会
で
は
２
０
名
以
上
の
方

が
参
加
さ
れ
、
懇
親
会
と
は
異
な

る
雰
囲
気
で
、
賑
や
か
に
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。 

 

次
回
の
総
会
・
懇
親
会
は
来
年

１
１
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
今

回
ご
都
合
で
参
加
さ
れ
な
か
っ
た

会
員
の
出
席
を
願
っ
て
い
ま
す
。 
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関東支部総会・懇親会開催される 



◆
総
会 

１
２
時
～  

司
会
：
星
野
酵
藏  

１
．
開
会
宣
言  

２
．
逝
去
会
員
へ
黙
祷 

中
屋
豊
司 

総
務
幹
事  

３
．
支
部
長
挨
拶 

石
川
隆
治 

支
部
長  

４
．
事
業
報
告 

石
川
隆
治 

支
部
長  

５
．
来
賓
ご
挨
拶  

小
松
工
業
高
校
同
窓
会 

宮
川 

吉
男 

会
長  

小
松
工
業
高
校 

林 

純
一
郎 

学
校
長  

６
．
会
計
報
告 

富
本
睦
生 

会
計  

７
．
会
計
監
査
報
告 

飴
山
善
昭 

会
計
監
査  

８
．
新
役
員
・
幹
事(

案)

紹
介  

９
．
閉
会
宣
言 

 

◆
総
会
以
降
の
新
役
員
・
幹
事
は
以

下
の
と
お
り  

支
部
長 

：
中
屋
豊
司  

副
支
部
長
：
笠
間
治
夫
，
早
戸
三
郎  

総
務
幹
事
：
寺
越
健
太
郎  

会
計
幹
事
：
富
本
睦
生
，
村
井
貞
憲  

会
計
監
査
：
石
川
隆
治  

幹
事 

：
山
下
時
男
，
飴
山
善
昭
，

竹
下
豊
男
，
畑
中
清
志
，
星
野
酵
蔵
，

西
川
守 

，
山
本
幹
夫
，
北
本
拓
，

藏
藤
憲
二
，
坂
山
盈
，
世
戸
繁
男
，

橋
本
昇
， 
山
本
広
志
，
木
下
繁
晴 

 
 ◆

懇
親
会 

１
３
時
～ 

司
会
：
石
川

隆
治  

１
．
開
会
宣
言  

２
．
乾
杯 

谷
口 

輝
長  

３
．
来
賓
ご
挨
拶  

村
先
憲
之 80

周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
長  

  

中
京
支
部 

藪
卓
二 

支
部
長  

北
國
新
聞
東
京
支
社 

杉
山
忠
司 

営
業
部
長  

４
．
学
校
報
告 

岩
田
綱
紀
先
生  

５
．
ご
懇
談  

６
．
抽
選
会  

７
．
校
歌
斉
唱  

８
．
締
め 

寺
越
健
太
郎 

幹
事  

９
．
閉
会
宣
言 

 

   

   

支
部
長
退
任
に
あ
た
り 石

川
隆
治 

私
は
昨
年
１
１
月
の
総
会
で
支

部
長
を
退
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

同
窓
会
の
目
的
は
、「
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、
本
部

及
び
学
校
と
の
密
接
な
交
流
を
行

う
こ
と
」
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

総
会
・
懇
親
会
の
開
催
及
び
関
東

だ
よ
り
の
発
行
の
外
、
ミ
ニ
同
窓

会
の
開
催
、
関
東
で
実
施
さ
れ
る

在
校
生
の
全
国
大
会
を
応
援
、
石

川
県
の
新
聞
に
記
載
さ
れ
た
母
校

に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
希
望

さ
れ
る
会
員
に
配
信
す
る
こ
と
に

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
が
支
部
活
性
化
に
繋

が
っ
た
か
ど
う
か
は
一
概
に
判
断

で
き
ま
せ
ん
。 

支
部
会
員
数
は
、
多
数
を
占
め

る
高
齢
者
の
年
々
の
減
少
と
６
０

歳
以
下
の
若
手
が
少
数
で
あ
る
こ

と
よ
り
、現
在
約
２
９
０
名
で
す
。

こ
こ
１
０
年
間
で
２
４
％
減
少
し

ま
し
た
。
少
な
く
な
っ
て
い
る
会

員
数
で
す
が
、
昨
年
末
に
発
行
さ

れ
た
同
窓
会
名
簿
を
活
用
し
て
漏

れ
の
無
い
よ
う
に
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 



 
今
後
は
新
し
い
支
部
役
員
で
会

の
目
的
が
達
成
さ
れ
ま
す
よ
う
、

一
幹
事
と
し
て
微
力
な
が
ら
支
援

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
４
年
間
の
ご

支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

支
部
長
新
任
に
あ
た
り 

中
屋
豊
司 

 
 

昨
年
の
第
２
１
回
総
会
に
お
き
ま

し
て
、
石
川
支
部
長
の
後
任
と
し

て
、
関
東
支
部
長
を
務
め
る
事
に

な
り
ま
し
た
中
屋
豊
司
と
申
し
ま

す
。
昭
和
４
１
年
に
小
松
工
業
高

校
に
新
設
さ
れ
た
建
築
科
の
第
１

期
生
で
、
昭
和
４
４
年
３
月
の
卒

業
で
す
。 

 

当
時
は
、
日
本
経
済
も
成
長
期

で
、
就
職
は
そ
れ
程
困
難
な
時
期

で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
何
の
実
績
も
な
い
工
業

高
校
建
築
科
の
１
期
生
は
、
大
手

建
設
会
社
の
就
職
試
験
を
受
け
ら

れ
な
い
厳
し
さ
が
あ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
担
任
の
押
野
先
生
も
、

生
徒
の
就
職
先
を
探
す
こ
と
は
始

め
て
の
こ
と
で
、
た
い
へ
ん
ご
苦

労
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

今
思
え
ば
、
私
は
た
い
へ
ん
幸

運
で
し
た
。 

横
浜
市
の
人
口
が
３
０
０
万
人

超
え
、
大
都
市
と
な
っ
た
横
浜
の

都
市
基
盤
と
な
る
六
大
事
業
（
横

浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
、
市
営
地
下
鉄

等
）
を
策
定
し
、
多
数
の
職
員
を

募
集
し
て
い
る
時
代
で
、
運
良
く

横
浜
市
に
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
、

８
年
前
に
定
年
退
職
し
ま
し
た
。 

今
は
４
２
年
間
携
わ
っ
た
横
浜

市
営
地
下
鉄
建
設
の
経
験
を
活
か

し
、横
浜
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン（
新

交
通
シ
ス
テ
ム
）金
沢
八
景
駅（
今

年
３
月
開
通
）
の
建
設
を
手
助
け

し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、
私
の
仕
事
、
生
活

を
支
え
続
け
て
こ
ら
れ
た
原
点
が

小
松
工
業
高
校
に
あ
る
と
思
っ
て

お
り
、
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。 

私
の
関
東
支
部
へ
の
係
わ
り
は
、

平
成
２
，
３
年
頃
、
亡
き
川
上
元

支
部
長
よ
り
手
伝
っ
て
欲
し
い
旨

の
電
話
を
い
た
だ
き
、
新
橋
駅
の

傍
に
あ
っ
た
東
京
電
力
厚
生
施
設

に
有
志
が
集
ま
り
、
暫
く
途
絶
え

て
い
た
同
窓
会
関
東
支
部
総
会

（
平
成
４
年
）
の
開
催
準
備
を
し

た
の
が
最
初
で
す
。
こ
れ
ま
で
会

計
、
総
務
幹
事
、
関
東
だ
よ
り
を

担
当
し
て
き
ま
し
た
。 

関
東
支
部
は
、
そ
の
目
的
で
あ

る
会
員
間
の
「
情
報
交
換
」、「
親

睦
を
図
る
こ
と
」
及
び
「
本
部
と

の
交
流
」
で
す
。 

こ
の
目
的
を
果
た
す
唯
一
の
活

動
で
あ
る
総
会
・
懇
親
会
に
大
勢

の
会
員
が
集
ま
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
ま
で
関
東
だ
よ
り
の
発
行
等
い

ろ
い
ろ
な
取
組
み
を
し
て
き
ま
し

た
が
、同
窓
会
へ
の
関
心
も
薄
く
、

な
か
な
か
参
加
者
が
増
え
な
い
の

が
現
状
で
す
。 

幹
事
、
会
員
共
に
高
齢
化
が
進

み
、
ま
た
関
東
地
方
に
就
職
す
る

卒
業
生
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
中

で
、
同
窓
会
へ
の
参
加
者
を
増
や

す
こ
と
に
た
い
へ
ん
苦
労
し
て
い

ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
総
会
・
懇
親
会

へ
の
参
加
者
、
そ
し
て
新
幹
事
も

増
や
す
活
動
を
積
極
的
に
進
め
、

何
と
か
現
状
を
維
持
し
つ
つ
、
支

部
の
発
展
、
継
続
が
重
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
、
今
年
は
学
校
創
立
８

０
周
年
と
な
り
ま
す
。
同
窓
会
本

部
は
記
念
事
業
と
し
て
、「
教
室
に

大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
設
置
」、「
校

外
移
動
用
車
両
の
購
入
」、「
同
窓

会
館
の
リ
ホ
ー
ム
」を
行
い
ま
す
。

既
に
実
行
委
員
会
か
ら
趣
意
書
が

送
ら
れ
、
ご
寄
付
の
お
願
い
が
あ

っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
会
員
諸
氏

に
も
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
支
部
長
新

任
の
挨
拶
と
し
ま
す
。 

 

幹
事
会
報
告 

去
る
１
月
２
６
日
（
土
）
総
会

の
開
催
会
場
と
同
じ
東
京
グ
リ
ー

ン
パ
レ
ス
内
の
「
ジ
ャ
ル
ダ
ン
」

に
於
い
て
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
幹
事
会
は
昨
年
開
催
さ

れ
た
関
東
支
部
総
会
後
に
新
た
に

支
部
長
に
任
命
さ
れ
た
中
屋
新
支

部
長
以
下
８
名
が
出
席
。 

 

議
題
に
入
る
前
に
中
屋
支
部
長

か
ら
先
日
突
然
逝
去
さ
れ
た
山
下

時
男
元
支
部
長
の
ご
霊
前
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。（
山
下
さ
ん
は
総

会
・
懇
親
会
に
何
時
も
と
変
わ
ら

な
い
元
気
な
姿
で
出
席
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
総
会
後
間
も
な
く
の

１
２
月
６
日
に
８
３
歳
で
急
逝
さ

れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
。） 

 

主
な
議
題
は
総
会
・
懇
親
会
の

反
省
と
改
善
に
つ
い
て
数
多
く
の

良
か
っ
た
点
、
改
善
す
べ
き
点
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
良
か
っ
た
点

に
つ
い
て
は
次
回
に
生
か
す
こ
と

と
し
、
改
善
す
べ
き
点
に
つ
い
て

は
今
後
の
幹
事
会
で
詰
め
て
い
く

こ
と
と
し
た
。
会
議
後
幹
事
の
親

睦
を
図
る
べ
く
新
年
会
を
兼
ね
て

懇
親
会
を
実
施
致
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
そ
れ
に
先
立
つ
昨
年
１

２
月
８
日
（
土
）
に
は
、
関
東
便

り
編
集
会
議
を
編
集
委
員
４
名

（
石
川
・
中
屋
。
早
戸
・
寺
越
）

で
開
催
し
、
こ
の
２
５
号
の
関
東

便
り
の
編
集
方
針
を
調
整
し
ま
し

た
。（
早
戸
記
・
寺
越
補
足
） 

 

 



母
校
応
援
記 

◆
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
応
援 

昨
年
１
２
月
２
２
日
、
川
崎
グ

ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル
に
於
い
て
、
文
部

科
学
大
臣
杯
第
２
５
回
全
国
高
等

学
校
対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
に
母
校
生
徒
の
出
場
が
あ
り
、

私
と
石
川
前
支
部
長
で
応
援
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
は
進
出
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来
年
は
ぜ
ひ

決
勝
の
応
援
が
し
た
い
も
の
で
す
。 

大
会
を
観
戦
し
て
驚
い
た
の
は
、

両
手
投
げ
の
選
手
が
数
人
い
て
び

っ
く
り
し
た
こ
と
で
す
。
今
は
ボ

ウ
リ
ン
グ
場
も
減
り
、
遊
ぶ
こ
と

も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
身

近
な
娯
楽
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
若
い

頃
を
思
い
出
し
、
み
な
さ
ん
も
楽

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。（
中
屋
記
） 

 

◆
高
校
生
ロ
ボ
ッ
ト
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
全
国
大
会
の
母
校

の
結
果 

 

２
月
１
７
日
（
日
曜
日
）
頭
書

大
会
に
母
校
の
応
援
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。（
場
所
：
神
奈
川
県
厚
木

市
） 

関
東
支
部
よ
り
の
応
援
者
：
寺
越

（
総
務
幹
事
），石
川（
会
計
監
査
）

の
２
人
。 

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

試
合
は
１
チ
ー
ム
５
台
の
リ
モ

コ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
り
，
ボ
ー
ル

を
敵
陣
に
入
れ
る
。 

正
味
３
分
間
で
の
得
点
を
争
う
。 

全
国
よ
り
２
４
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

３
校
毎
に
予
選
リ
ー
グ
戦
を
行
い
，

各
リ
ー
グ
ト
ッ
プ
の
８
校
が
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
む
。 

小
松
工
業
は
，
リ
ー
グ
戦
２
敗
で

予
選
敗
退
し
ま
し
た
。 

今
年
は
１
４
回
目
で
，
母
校
は
初

出
場
で
あ
り
，
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

の
不
足
を
感
じ
ま
し
た
。 

全
国
レ
ベ
ル
は
高
い
。
来
年
以
降

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

大
会
の
様
子
は
、
写
真
を
御
覧

く
だ
さ
い
。（
石
川
記
） 

  

 

◆
な
お
そ
の
他
に
３
月
下
旬
に
は

全
国
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ

れ
母
校
も
石
川
県
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。
良
い
成
績
を
残
す
こ

と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

●
関
東
支
部
の
今
後
の
予
定 

･

８
月
：
幹
事
会 

･

２
０
２
０
年
３
月
：
関
東
だ
よ
り

第
２
６
号
発
行
予
定 

・
次
回
総
会
・
懇
親
会
は
２
０
２

０
年
秋
と
な
り
ま
す
。 

 

●
本
部 

･

１
０
月
１
９
日
（
土
）
総
会
・ 

 

創
立
８
０
周
年
記
念
式
典 

 

会
場
：
母
校
体
育
館 

 

講
演
会
講
師
：
中
野
孝
一
さ
ん 

 

（
人
間
国
宝
） 

 

記
念
パ
ー
テ
ィ
：
ホ
テ
ル
サ
ン

ル
ー
ト
小
松
２
階
イ
ン
ぺ
リ
ア
ル

ル
ー
ム 

※
関
東
支
部
よ
り
中
屋
支
部
長
、

石
川
前
支
部
長
が
参
加
予
定
で
す
。 

 

●
白
山
能
美
支
部 

･

７
月
：
総
会
・
懇
親
会 

 

●
中
京
支
部 

･

６
月
３
０
日
総
会
・
懇
親
会 

 

●
関
西
支
部 

･
１
１
月
総
会
・
懇
親
会 

  

◆
編
集
後
記 

今
回
の
関
東
便
り
か
ら
中
屋
さ
ん

か
ら
引
き
継
い
で
編
集
を
担
当
し

ま
し
た
が
、
中
屋
新
支
部
長
や
石

川
前
支
部
長
に
助
け
ら
れ
て
、
何

と
か
ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
会
員
の
皆

さ
ん
の
投
稿
が
な
く
、
次
回
以
降

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、

８
０
０
字
か
ら
１
０
０
０
字
程
度

で
、
仕
事
・
趣
味
・
家
族
・
最
近

思
う
こ
と
な
ど
内
容
は
問
い
ま
せ

ん
。よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

関東だよりは、関東地区在住の同窓会会員のため

に発行しています。ご意見、ご投稿又は住所を変

更された方、紙面広告を希望される方は下記まで

ご連絡ください。 
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